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令和元年度第３回天童市教育委員会について（報告） 

 

日  時  令和２年６月２５日（木曜日）午前１０時００分から 

午前１１時０５分まで 

場  所  市立津山公民館 会議室 

出席委員  相澤一彦教育長、井上正信委員、村山晴香委員、 

松村昌子委員、大内あゆ子委員 

欠席委員  なし 

出 席 者  武田文敏教育次長兼教育総務課長、佐藤亨学校教育課長、 

         矢萩茂生涯学習課長、大沼敦学校給食センター所長 

         事務局（教育総務課職員） 

 

議  事 

議第１２号 天童市学校評議員の委嘱について 

 

 

＜教育長あいさつ＞                           

 

おはようございます。 

世の中で大きな変化がある中、先月２５日から学校が再開し、教育について

も色々な変化が出てきております。今後の対応についても、御指導と御協力を

お願いいたします。 

まず初めに、新型コロナウイルスに係る臨時の学校訪問を先日行って参りま

したので、その状況について報告させていただきます。 

２ヶ月半を超える休校後の子供たちの様子については、「気力、覇気そして表

情が無い子供」、「妙にテンションが高く落ち着きがない子供」、「登校が待ち遠

しかったと眼を輝かせる子供」の３タイプに分かれておりました。 

また、生活リズムの乱れが戻らずに登校をしぶる子供、ゲームやインターネ

ットでのトラブルが起きた子供など、色々な問題がありました。さらに、子ど

も達の様子から、体力の低下も感じられました。  

このようなことから、ほとんどの子供たちは、再開を待ち望み、学校生活を

意欲的に楽しく過ごしておりましたが、一方で生活のリズムが崩れ、集団生活

を取り戻すことが難しい子供が出現していることから、学校での生活は、人と

の関わり中で表情や活力を身に付け、また、生活リズムや学習習慣、体力、コ

ミュニケーション能力等を養ううえで、重要な役割を果たしているものと考察

したところです。 

むすびになりますが、新型コロナウイルスの感染が続く中、教育の果たす役

割は、しっかり評価すること、しっかり管理することだと考えておりますので、

今後とも、皆様からの御指導をお願いし、あいさつとさせていただきます。 
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＜ 議 事 ＞                              

議第１２号 天童市学校評議員の委嘱について 

        ＜可決する＞ 

（審議経過）  

    質疑なし 

 

＜報 告＞                               

・（仮称）山口地域交流・活性化センターの新築工事等について（生涯学習課） 

・市立津山公民館の外構工事について           （生涯学習課） 

 

教育長：その他に議事は無いようですので、第３回教育委員会会議を終了しま

す。 


